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熱い支援への感謝と今後に向けて

監督 木内 啓司

『全日本学生馬術大会、開催！！』

部誌の編集期限を直前に控え、朗報が飛び込んできました！
新型コロナウイルスの感染拡大が続き厳しい運営を強いられる中、多くの清祀会員の皆様から

の熱いご支援をいただきながら、指導者・部員で協力して馬術部活動を維持してまいりましたが、
部員たちは課外活動の禁止が続く中で目標意識も薄れ、４年生に至ってはこのまま引退の日を迎
えるのか…とモチベ―ション維持の難しい日々が続いていました。
そんな中で、短縮日程とはいえ全日学の開催（山梨県馬術競技場）は、我々関係者にとって大

きな勇気を与えられる決定でした。残念ながら選手権大会は中止となりましたが、与えられた
チャンスをものにできるよう、しっかりと準備を進めたいと思います。
詳しい日程や出場人馬が決定されましたら、清祀会・広島大学ホームページにてアナウンスし

ますので、是非ご覧ください。
また、コロナ禍が続く中で、７名の新入部員を迎えられたことも大きなニュースです！上期は

すべてオンライン授業であり、多くの新１年生にとっては馬術部員が初めてできた対人関係との
ことでした。ようやく始まりつつある大学生活に、彼らの目が輝いているのがとても印象的です。
今後の活躍を心より祈念します。
この３月の卒部生たちにも、本当に可哀想なことをしました。追いコンも開催がかなわず、厩

舎にて７月にようやく追い出し会を開催することができました。彼らが部に残してくれた輝かし
い功績を我々はしっかりと引き継いでいかねばならないと心を新たにしたところです。
本年秋には開厩２０周年イベントを計画しておりましたが、残念ながら開催が叶いません。い

つの日か、創部６０周年の際に植樹したナギの木を会員の皆様に見に来ていただける日まで、指
導者・部員一同、一致団結して頑張ってまいります。
どうぞ皆様、今後とも広島大学体育会馬術部への熱い応援をいただきますよう、馬術部を代表

して心よりお願い申し上げます。

卒部生追い出し会にて（R2.7.12）
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この度は、新型コロナウイ
ルスの拡大に伴い馬術部
活動が制限され、部活動、
部員の会計面が追い込ま
れた状況下で、OB・OGの
皆様方からの多額の支援
金を頂けたことを心より御
礼を申し上げます。
コロナウイルスにより退
厩させることなく現在も馬
のお世話が出来ているこ
とが本当に喜びです。広
島大学馬術部の伝統を受
け継ぎながら皆様にも部
活動での活躍をご報告で
きるようにこれからも精進
いたしますのでよろしくお
願いいたします。
4年 奥村

広大馬術部のためにお忙
しい中たくさんの寄付をく
ださりありがとうございまし
た。皆様のご支援のおか
げで、制限はあるものの無
事に部活動を再開すること
ができ、馬たちも元気に生
活しています。コロナが収
束しましたら、以前のよう
に国立大学No1を目指して
大会に出場したり、皆様を
ホースフェスティバルにお
招きしたりできればと思い
ます。今後とも温かいご支
援を宜しくお願い致します。
4年 才迫

この度はご支援いただき誠にあり
がとうございます。
新型コロナウイルスの影響による
収入減により、部の存続自体が
危ぶまれていた時期もあり、部員
としても先行きがとても不安で仕
方がありませんでした。
こうして皆さま方にご支援いただ
いたおかげで、今があるという事
を噛み締めております。本当にあ
りがとうございました。
4年 西原

この度は広島大学馬術部
にご寄付して下さり大変あ
りがとうございました。皆様
から頂いたお気持ちを一切
無駄にすることなくこれから
も一生懸命活動していきま
す。
4年 村田

この度は多くの寄付とご支援
のほど誠にありがとうございま
す。コロナの影響で例年とは
違う状況で不安な日々を送っ
ていた中、皆様の多大なるご
支援はとても部員の支えとなり
部員一同感謝の気持ちでいっ
ぱいです。広島大学馬術部は
OB・OGの皆様の支えによって
活動できていることを忘れずに、
競技会で成績を残すことに
よって皆様のお気持ちに応え
たいと思います。
3年 工藤

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
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この度は温かいご支援あ
りがとうございました。
今後の広島大学馬術部
の活躍に期待して寄付を
してくださったのだと思い
ます。馬に乗れる楽しみ
を噛み締めつつ、皆さま
のご期待に応えられるよ
うな練習をしていきたい
です。
2年 佐々木

多くの方々のご支
援は会計面の助け
となっただけでなく、
コロナで練習が行
えない時、日々の
作業に取り組む上
での励みになって
いました。この度は
温かいご支援をし
てくださりありがとう
ございました。
2年 神門

この度はご寄付い
ただきありがとうご
ざいました。そのた
め、金銭面を理由
に愛着のある馬を
手放さなければな
らないのではない
かという心配が和ら
ぎました。これから
も心配をかけること
などがあるかもしれ
ませんがよろしくお
願いします。
2年 西野

今我々が活動を継
続できているのも応
援･支援してくださっ
た皆様のおかげです。
この思いを忘れずに
日々活動していきま
す。
2年 林

この度は温かいご支援
をありがとうございまし
た。部の収入が減って
いたため金銭面で大き
な助けとなったのはもち
ろんでしたが、多くの
方々に応援していただ
いているということを感
じ、心の大きな支えとも
なりました。現在制限は
あるものの騎乗ができ
ています。皆さまの応援
に結果で応えられるよう
日々練習に取り組んで
いきます。本当にありが
とうございました。
2年 荒川

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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現状報告

本年は新型コロナウイルスにより様々な制約を受け活動自粛を余儀なくされまし
た。当初学生の騎乗は認められず、馬の追い運動と維持管理のみの活動でした。部
員間でもこれから果たして馬術部の将来はどうなるのか、馬に乗れる日は来るのだ
ろうかとこのような未曾有の事態に直面して途方に暮れておりました。しかしこの
まま現実を直視せず逃げているのでは何も始まらない、このコロナ禍の中でもやれ
るだけのことはやってみようという指導者からの声で再び私たちは前を向いて再出
発することにしました。不便な環境の中での活動は試行錯誤の連続で慣れるまでに
時間もかかりましたが、この活動自粛期間を通して逆境を克服し新たな環境に順応
する能力を身に着けることができたように思えます。
具体的には感染対策に関して、当部から感染者を絶対に出さないという思いのも

と、日々の検温・手洗い・マスク着用などを部全体として現在まで取り組んでいま
す。さらに今年はコロナウイルスによる影響でホースショーや部バイトなども中止
を余儀なくされ財政難に陥っておりましたが、自分たちで蹄鉄を加工したりオリジ
ナルステッカーを製作したりして販売するといったことを行いました。またマスメ
ディアやSNSなどを最大限活用して当部の窮状をお伝えさせていただいたことで
OB/OG様や馬術部を応援してくださる方々から多くのご支援がありました。最終的に
全111名の方から多大なご支援をしていただきました。又、別途篤志家の方々からも
多大なご支援を頂きました。鞍も寄贈していただきました。ご支援してくださった
方々には感謝の言葉もございません。今後はいただいた寄付金を適切に管理・運営
していきながら活動を継続していく所存です。
現在は平日の1日2時間の制限付きではありますが騎乗運動を再開することができ

るようになり、徐々にコロナ禍以前の活動を取り戻しつつあります。今後は温かい
ご支援に感謝してその気持ちを忘れずに日々の練習に励む所存です。繰り返しには
なりますがこの度は広島大学馬術部へ支援していただき誠にありがとうございまし
た。

広島大学馬術部 部員一同
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部員プロフィール
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名前 奥村晃太 学年 4年 役職 なし

出身 三重県 所属 理学部地球惑星システム学科

コロナが明けたら… フェスに行きたい

私の小さな秘密 障害で試合に出たことが多いですが、実は馬場の方が好きだったりします笑

好きなアイスは？ アロエ入りラッシーバー

名前 才迫明日香 学年 4年 役職 新勧担当

出身 広島 所属 総合科学部

コロナが明けたら… たこちゃんせんべえを食べる、Takaに会いたい

私の小さな秘密 実はボディービルダーである

好きなアイスは？ たこちゃんアイス

名前 西原幹朗 学年 4年 役職 車両

出身 広島県 所属 生物生産学部

コロナが明けたら… ライブハウスに行ってモッシュに揉まれたい

私の小さな秘密 広島県よりも島根県の方が好きです

好きなアイスは？ 梨

名前 村田光平 学年 4年 役職 なし

出身 山口県 所属 生物生産学部

コロナが明けたら… 旅行に行きたいです

私の小さな秘密 研究室の子ヤギとたまに遊んでいる

好きなアイスのは？ チョコチップ
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名前 工藤零也 学年 3年 役職 主将

出身 広島県 所属 生物生産学部

コロナが明けたら… みんなで厩舎でBBQ！

私の小さな秘密 つむじが２つ

好きなアイスは？ 抹茶

名前 荒川竜芳 学年 2年 役職 副将

出身 岡山県 所属 工学部二類

コロナが明けたら… コロナでつぶれた旅行計画を立て直す

私の小さな秘密 大学生になってからカラオケに一回しか行ったことありません

好きなアイスは？ チョコパリ

名前 神門裕季 学年 2年 役職 会計

出身 島根県 所属 文学部

コロナが明けたら… 友達と旅行がしたい

私の小さな秘密 部活の日は毎朝納豆

好きなアイスは？ パピコ

名前 佐々木　咲 学年 2年 役職 中四国幹事・協賛

出身 埼玉県 所属 生物生産学部 体育会役員、広報

コロナが明けたら… マスクが嫌いなのでマスクを外して街中を歩きたい。

私の小さな秘密 言えるような秘密なら隠さず全部言っちゃってる笑

好きなアイスは？ セブンイレブンの宇治抹茶氷練乳

名前 西野宗一朗 学年 2年 役職 ボロ、オガ、体育会委員

出身 大阪府 所属 生物生産学部

コロナが明けたら… マスクを気にせずに生活をしたい

私の小さな秘密 たまに自分でも驚くほど打たれ弱い時がある

好きなアイスは？ 雪見だいふく
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名前 林悠太郎 学年 2年 役職 飼料　広報　装蹄

出身 香川県 所属 文学部

コロナが明けたら… 競馬場で競馬観戦

私の小さな秘密 部屋が汚い

好きなアイスは？ ソーダ味

名前 金杉美里 学年 3年 役職 なし

出身 群馬県 所属 文学部

コロナが明けたら… 各地に思う存分出かけたいです！

私の小さな秘密 新入部員ですが、編入学したので学年は3年生なんです…

好きなアイスは？ 牧場しぼり

名前 茜知樹 学年 1年 役職 なし

出身 島根県 所属 経済学部　昼間

コロナが明けたら… 各地のおいしいものを食べに行きたい

私の小さな秘密 両親のことを未だにパパ、ママと呼んでいる

好きなアイスは？ 白くまの練乳味

名前 内田那々子 学年 1年 役職 なし

出身 京都府 所属 生物生産学部

コロナが明けたら… 好きなアーティストのライブに行きたいです

私の小さな秘密 かえるがとても苦手です

好きなアイスは？ ガツンとみかん

名前 佐々木美緒 学年 1年 役職 なし

出身 香川県 所属 工学部第三類

コロナが明けたら… 友達と旅行してみたい、海外に行く

私の小さな秘密 グレープフルーツにはまり中

好きなアイスは？ ピノ



馬プロフィール➡
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名前 清水香月 学年 1年 役職 なし

出身 鳥取県 所属 工学部第三類

コロナが明けたら… 友達とご飯食べに行きたい

私の小さな秘密 小学生のころ牛乳飲めなくてトイレに捨ててた

好きなアイスは？ パルム

名前 廣瀬雅惠 学年 1年生 役職 なし

出身 岐阜県 所属 生物生産学部

コロナが明けたら… 遠くにバードウォッチングしに行きたい

私の小さな秘密 油揚げが好きなこと

好きなアイスは？ チョコアイス

名前 吉朝　開 学年 1年 役職 なし

出身 熊本県 所属 理学部地球惑星システム学科

コロナが明けたら… 普通に生活できれば十分です

私の小さな秘密 メルカリのアカウント名が「あ」です

好きなアイスは？ チョコバニラ



ちび
キナイを
探せ！！

こ
れ
は
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題
ぶ
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（
棒
）

正式名称：清姜(セイキョウ)
愛称：キナイ
性別：セン馬
年齢：11歳
毛色：鹿毛
担当指導者：笠置総監督、木
内監督、岩本コーチ
担当部員：才迫、佐々木咲
将来の夢：ミッケに出る

ビビりなのがたまにきずだけ
ど、障害・馬場共に何度も全
日本学生馬術大会に出場して
いる広大馬術部が誇るスー
パーホースである！！
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正式名称 清香(セーカ)
愛称 フレーバー、フレちゃん
性別 牝馬
年齢 6歳
毛色 栗毛
担当指導者 岩本コーチ
担当部員 才迫 荒川
将来の夢 海賊王になる

好奇心旺盛なお転婆娘。2年半前に広大にやってきた

ばかりだが、岩本コーチにビシビシしごかれ急成長を遂げ

ている。最近は高い障害も跳べるようになってきて、広

大のエースの座を狙っている(?)。

一つのことに集中すると周りが見えなくなるおバカな一

面もあるが、辛いことがあっても多少のことではめげない

強いハートの持ち主である！！

Very cheap…



清盛/ガブ セン13 サラ 鹿毛

今回は広大の裏のアイド
ルホースであるガブのイ
メージ向上を図って写真は
かわいい系をチョイスした。
先述した特徴も最近流行り
の“ギャップ萌え”とやらを
意識したもの。
このように類い稀なる素質
を持ったガブが広大の
新？いや真のアイドルホー
スになることは想像に難く
ないだろう。フフフ…

一口メモ

・餌をあげた直後に近寄ることは
彼の逆鱗に触れることになるため
絶対に近づいてはならない。

・一見おさわりNGなのかと思いきや
懐に入って耳を撫でてあげると喜ん
でくれる。

・放牧中の草を食べる勢いがすごい。
その姿はさながら某吸引力の変わら
ないただひとつの掃除機の様である。

担当指導者：木内監督
担当部員：西原・林

13





生年月日 2016/5/3
年齢 5才
性別 牝
毛色 鹿毛
愛称 ムームーちゃん

ムー太郎
担当指導者 松葉コーチ
担当部員 工藤 西野

去年の9月に仲間になった期待の新人！
温厚、人懐っこい性格で部員からも

かわいがられています。
まだまだトレーニングが必要ですが、

先輩馬たちになれるように
日々成長中！

我ら3姉妹！
お姉さん達のよう

になるため
頑張るぞ！
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～新入部員紹介～

茜 知樹（経済学部）

私は昔から何かを途中でやめることが死ぬほど嫌いです。これには、他人が諦める中自

分は努力し続けていることへの優越感や、目標にたどり着いた際の達成感を得るのが好き

なことも理由にあります。諦める側に落ちたくはないし、積み上げたものを無駄にするの

がもったいないと思っています。これだけを聞くと、なんと排他的で冷酷な人間だと思わ

れるかもしれません。ただ、それよりも、もっと好きなことは仲間と共に一つのことをや

り抜くことです。共に進む仲間を失うのが嫌だからこそ、このように考えるのかもしれま

せん。この部活ではそれらが顕著に現れるように思います。人間だけでは成り立たない部

活だからこそ、辛いことや億劫なことがあると思います。ただ、生きていれば当然そう

いったことがいくつも起こるはずです。その中で自分がやりたいと思って選んだものだけ

は決して手放したくありません。

また、私は人間が使命感と責任感のない生活をしていけばその怠惰な日々から、いつか

腐敗していくと思っています。大学というある種のモラトリアムの期間に、自分がどう過

ごすべきなのか、その答えの一つがこの馬術部で4年間、自分なりに努力し続けることだと

思っています。勉強もほどほど、アルバイトもほどほど、友達と夜まで騒いで、次の日に

はなんとなく時間が経っている。そういった生活を送る人のことは別に知ったことではな

いですが、そんな無為な生活は、私にとって有って無いようなものです。

ここでこのように書くのはある意味自分に対してのケジメ付けにもなっています。勉強

も運動も人よりできるわけではなく、何か特技があるわけでもないですが、根性と精神力

で今まで多くのことにチャレンジしてきました。これから約4年間、馬術部茜知樹としてよ

ろしくお願いします。

内田 那々子（生物生産学部 生物生産学科）

生物生産学部１年の内田那々子です。私は中高６年間テニス部に所属していたので、大学

では何か新しいことに挑戦したいと思っていました。今年は新型コロナウイルス感染症の

影響でサークルや部活動に関する情報が少ない中でしたが、馬術部の試合の動画がとても

かっこよく、興味を持ちました。体験に行ってみると、馬に乗ることが楽しく、部の雰囲

気も良かったことから、馬術部への入部を決めました。今はまだ入部したてで、騎乗面で

もその他の作業の面でも覚えることが多く大変ですが、日々新しいことを知り、充実して

いると感じます。自分より体の大きな馬への接し方に戸惑うこともありますが、少しずつ

馬たちのことを知り、仲良くなっていきたいです。そして指導者の方々や先輩方、同期や

その他馬術部に関わってくださる方々への感謝の気持ちを忘れずに、試合で力を発揮でき

るよう一生懸命頑張っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。
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佐々木 美緒（工学部 第三類）

工学部第三類の佐々木美緒です。私が馬術という競技を最初に知ったきっかけは、漫画

「銀の匙」です。この漫画は、北海道の農業高校が物語の舞台となっており、馬術部に所

属している主人公とその周りの人々との日常が描かれています。私は、中学校・高校では

吹奏楽部に所属しており、大学でも何か打ち込むことができる部活やサークルに入りたい

と考えていました。そして、馬術部の説明会で、馬術は、体力差はあまり関係なく、文化

部に所属していた私でも上達することが可能であり、また広島大学の馬術部は大会に向け

て熱心に練習をしている部活であるということを知り、入部を決意しました。

馬術部に入部し、馬のお世話に携わっていく中で、野生に近い動物を飼育することがい

かに大変なことであるかを実感しました。犬や猫などの愛玩動物とは異なり、馬は人間に

あまりなつくことはなく、上下関係が大切であることを知りました。また、馬との距離が

近い場合は、人間が好きだからではなく、下に見ているからだということには驚きました。

まだ知らないことや分からないことも多いですが、これから馬と関わっていく中で、知識

をより深めていくことができればよいと考えています。よろしくお願いいたします。

清水 香月（工学部 第三類）

工学部第三類1年の清水香月です。私が馬術部に興味をもったきっかけは大学入試の帰

り道で馬術部の勧誘のチラシをもらったことです。もともと、大学に入ったら何か新しい

ことを始めたいという気持ちがあり、馬術部という部活を知ったのもその時が初めてでと

ても面白そうだなと思いました。何度かオンラインでのご飯会や厩舎ツアーなどに参加し

て、実際に馬に乗る前に、面白そう！私も障害跳んでみたい！という気持ちで入部を決め

ました。

実際に部活に参加するようになって、馬という初めて関わる生き物を扱う中でまだまだ

慣れないことや大変なことはありますが、馬に乗るのがとても楽しいので入部して良かっ

たなと感じています。命を扱う部活なので責任感を持ちながら、これからも頑張っていき

たいと思います。この部活でしか経験できないことがたくさんあると思うので、これから

よろしくお願いします。

廣瀬 雅恵（生物生産学部 生物生産学科）

生物生産学部1年の廣瀬雅惠です。大学に入り部活について考えたとき、私は初めから

馬術部だけは体験しようと決めていました。生物全般が好きというのも一つの理由なので

すが、何よりも新しいことに挑戦してみたいという気持ちが強かったからです。そして、

実際に体験レッスンで、初めて騎乗したときの眺めの良さが忘れられません。簡単に乗っ
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ているように見えて、そうではない巧みな馬術に興味がわきました。一方で騎乗している

時以外の時間も常に馬のために活動する大変さを感じました。また、何よりも馬一頭一頭

違う性格を理解して接している先輩方を見て、自分もそんな風に馬と関わり、大学でしか

出来ない貴重な体験を通してこれから成長していきたいと思っています。最後に、私は馬

術部に入部するかどうかすごく迷いました。なぜなら、高校では勉強と部活の両立が出来

ず苦しい思いをしたからです。馬術部に入部することは、私にとってそれなりの覚悟を

もって、両方をやり遂げたいという思いがあることを示していると考えています。それく

らい不器用で、出来ることがまだない私ですが、馬のことを思いやり、先輩方のように馬

と共に楽しく活動していきたいです。そうなれるように努力していきますので、これから

よろしくお願いします。

吉朝 開（理学部 地球惑星システム学科）

初めまして、熊本出身の吉朝開（よしあさ はるき）です。実際に広大の馬に触ったり

せずに、ちゃんと馬に接することができるのだろうかなど多くの不安と共に入部して早く

も約3か月が経ちました。練習も少なく馬の大きさや行動に圧倒されることがまだ多いです

が、馬に乗り、練習することでこれまで持っていた不安が幾分か和らいだように感じます。

馬術の真の面白みを理解するにはまだまだ時間がかかると思いますが、馬を世話する責

任を持ち、馬房掃除や手入れ等、しなければいけないこと一つ一つを丁寧にこなすことが

大切なのではないかと感じています。

大学生という貴重な時間の少なくない時間を費やす馬術部で、馬と触れ合い、協調する

ことで、そのことでしか得られない、喜怒哀楽の経験や、様々な知識を学び、有意義な時

間を過ごすことができるよう、馬や、指導者、先輩や同期の仲間、支えてくださっている

多くの人に感謝し、日々精進しようと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
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四年間の軌跡

『これから』 奥村 晃太

人生の3分の１は睡眠と言われますが、大学生活の3分の１は馬術部での部活動に費や

しました。これだけたくさんの時間を費やした分、自分もそれだけたくさん成長できた

と思っています。

ありがたいことに、私は3年生の時に主将の役職に就かせていただきました。私が主将の

時には勝手に『Succeed & Renewal 』としてスローガンを胸の内に掲げていました。広

島大学体育会馬術部としてこれまで受け継がれてきた伝統や大会の連覇の継続と今の馬

術部をより良くなるように新しい試みや活動を通して馬術部に貢献したいと思いこのス

ローガンを掲げました。新しい試みとして月に１回、岩本コーチを講師として馬術に関

する本に基づいて、調馬索や曳き馬の仕方から馬の扱い方まで馬術の基礎知識を実技講

習形式で教えていただくハンドリング講習会を開催し、馬との接し方を部員全体で共通

認識をもつきっかけとなったことは馬術部に少しでも貢献できたのかなと思います。

これまでの先輩方が主将をしている姿を見ると、大変そうに思っていましたが、主将

では自分自身で考えてチームを良い方向に導いていける唯一無二の役職で充実して有意

義な経験を積むことが出来るものだと思いました。このように考えることも出来たのも、

指導者の皆様や部員の多大な協力があってのことだと思います。貴重な経験をさせてい

ただき誠にありがとうございました。

最後に、４年間を通して、私は馬術のスキルを初心者から初めて全国大会にも出場で

きるだけの成長をすることができ、また人間として社会的な基礎も身につけることがで

きたと思います。馬術部に関わる指導者の方々、OB・OG、部員には感謝の気持ちでいっ

ぱいです。ありがとうございました。

『成長』 才迫 明日香

馬術部での4年間を一言で表すとすれば、ありきたりかもしれませんが、「成長」だと

思います。馬術部に入ったのは「馬に毎日乗れたら楽しいだろうなぁ」という単純な理

由でしたが、実際に馬術部で活動していく過程では、馬の世話・自分の技術の向上・大

会・後輩の指導・事務的な仕事など、やるべき課題がたくさんあって、目まぐるしく

日々が過ぎていきました。もちろん大変なこともたくさんありましたが、ここまで続け

てこられたのはそれ以上に達成感や充実感があったからではないかと思います。馬術の

知識や技術が将来役に立つ機会は少ないかもしれませんが、馬術部での経験を通して

培った力は、成長という形で自身の強みになると信じています。私自身、この4年間で馬

術に関する技術の向上ももちろん実感していますが、それ以上に研究室やバイト先など、
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部活以外の場所で馬術部を続けてきてよかったなと思うことがたくさんあります。今年は

コロナという挑むべき新たな課題が生まれてしまいましたが、馬術部で培った力を武器に、

後輩たちにはぜひ乗り越えてもらいたいと思います。

笠置総監督・岩本コーチをはじめ今まで指導してくださった指導者の方々・先輩方、共

に支え合い頑張ってくれた同期や後輩たち、たくさんの応援をくださったOB・OGの方々に

深く感謝申し上げます。そして、未熟な私を毎日のように文句も言わず乗せてくれた広大

の馬たち、特に1年生のころからずっと一緒に成長してくれた清香号、MDや学生賞典馬場

という高いクラスに挑戦させてくれた清姜・清熊号、本当にありがとう。残り短い期間で

はありますが、これからもよろしくお願いいたします。

『ありがとうございました』 西原 幹朗

今振り返れば、この４年間いつも誰かのお世話になりっぱなしだったな、とつくづく思

います。１年生から今に至るまで、いつも何処かで何かしらの失態をやらかしていたよう

な気がします。そんな自分の面倒をここまで見てくださった指導者の方々や先輩方、そし

て支えてくれた後輩たちがいなかったら、今の自分は無かっただろうなと思います。本当

に皆さん面倒見の良い方ばかりで、他の部活動だったらどうなっていただろうとゾッとし

ます。木内監督、松葉コーチには担当指導者として、特によく面倒を見ていただきました、

ありがとうございました。

そして、この４年間下手くそな自分を日々乗せてくれた馬たちにも、とてもお世話にな

りました。中でも自分が１番長い間お世話になった清隼号には感謝してもし切れません。

本当に優秀な馬で、障害に向ければちゃんと飛越してくれる、頼もしい健気な馬でした。

昨年の小Bでコースを帰って来れなかったのが、今となっては少し心残りです。本当にお

世話になりました。そして、お疲れさまでした。

入部した当初、笠置総監督が「指導者の学生に対する指導の第一の目的は、騎乗技術の

向上ではなく、人間としての成長だ」と仰っていたのをよく覚えています。この４年間で、

自分も人間として少し前に進む事が出来たと感じています。

とても貴重な有難い経験を、この部活動でさせていただいたと思っています。改めまし

て、本当にありがとうございました。

『これまでを振り返って』 村田 光平

まずはこの四年間の軌跡を書かせていただけることを誇りに思います。

馬を最初に見たのは入学式の時で初めて見る大きな生き物に驚いたことを今でも覚えて

います。ただ、その時はこれから約4年間共に過ごすとは思ってもいませんでした。その

後どのサークルに入ろうか迷っていた時、体験乗馬で初めて馬に乗りとても心地よく快適



23

であったことが入部のきっかけでした。しかし、この時は突発的に入部することを決め学生

が馬の世話や手入れをすることや朝5時に集合などとは想像さえしておらず、朝ゆっくり起

きて乗馬するだけでいいという認識でした（笑）そのため最初は認識とのギャップに驚き辛

かった気持ちが今でも思い浮かびます。それでも段々と馬の世話や管理の大切さを学び、騎

乗の楽しさを理解するうちに馬術部とはどういうものか感じることができました。もちろん

この馬術部生活で辛かったことは山のようにあり何度も逃げ出そうとしました。しかしなが

ら、コーチや周囲の手厚いサポートや馬たちによってここまで続けることができました。

この馬術部生活では精神的にも肉体的にも大きく成長できたと実感しています。そしてこ

の成長が今後の人生で大きな糧になると思います。また、本当に充実した日々を過ごすこと

ができました。

最後になりますが広大馬術部の指導者の皆様、先輩、後輩、OB・OGの皆様には感謝いたし

ます。最後まで清凪号と駆け抜けていきます！
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初めての選考会も、初めて駈歩を自分で出したのも、初
めて暴走されたのもリドで、なにかと私の中で1番を飾
ってくれてるね。最初全然速歩が続けられなくて苦戦し
たのも良い思い出だな。たくさんお世話になりました、
今までありがとう。

佐々木咲

誰が乗ってもキッチリ仕事をしてくれる頼もしい馬で、リ
ドにはいつも助けてもらいました。広大馬術部のためによ
く尽くしてくれたね...本当に健気なヤツでした。お疲れさ
ま!!そして、今までありがとう!!

西原幹朗

令和2年4月8日、清隼号(リド)が広島大学馬
術部の厩舎を退厩しました。
今回の部誌では清隼号と触れ合ってきた2年
以上の部員からコメントをもらいました。

練習で何かコツを掴む日、全然
上手く乗れずダメだった日が1
番多かった、自分を成長させて
くれた馬です。

工藤零也

1年生の秋の選考会には
リドで出場をして新人
戦の出場の権利を貰え
ました。初めて障害を
飛んだのもリドでした
。馬術の楽しさを教え
てくれてありがとう！

奥村晃太

障害のデビュー戦はリド
で、大失敗してしまった
ので、記憶に鮮烈に残っ
ています笑
リドは未熟な自分の成長
を助けてくれた良い馬で
した。
今までありがとう。

才迫明日香

1年生の時、練習で何度かお
世話になりました。長い間頑
張ってくれてありがとう、お

疲れ様。
神門裕季

1年生の間はリドに一番多く乗せてもらいまし
た。何度も落とされたりしたのも今となっては
思い出です。今までお世話になりました。

林悠太郎

1年生の時にリドに乗せてもら
い、障害の練習などでとてもお
世話になりました。長い間お疲

れさまでした。
西野宗一朗

歳を感じさせないタフネスさでたくさん乗せ
てもらい練習させてもらいました。落馬して
授業前にドロドロになったのも良い思い出で
す。おじいちゃんになるまで乗らせてくれて
ありがとう。

荒川竜芳

～リド退厩～
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どっちも流星鼻梁鼻白

毛色は違うか、、、

清将〈ボストン〉

清隼〈リド〉
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清姜〈キナイ〉

清詠〈ムー〉

白斑・雰囲気

薄毛っぽいとこも似てる？？笑

雰囲気・白斑

清煌

清華
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清熊〈ステラ〉

清凪〈きな子〉

色が似ている！！！

なんか雰囲気似てない？

サジッタ

清慶
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雰囲気

毛色 ちなみに、、、鹿毛

清盛〈ガブ〉

清香〈フレーバー〉

清虎

清竜
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清隼

ジャリスコ
アナヴァン

サジッタ

清麗

清史郎

広大元所属馬

テンリカウント

ショーリ



清虎 ビーインラック

清悠

清雪清煌

ヤマニン
サーキット

清晶

ヴェルランド
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清竜

写真のあった
馬のみ掲載し
ております

写真提供元：木内監督,馬術
部Twitter,同YouTube,部員,清
祀会hp,馬術部hp,過去の部誌

清華
ドルトムント

ユニフォーム
清慶

清志
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29%

20%
34%

17%

収入

部費

部バイト

援助・補助金

その他

44%

18%

3%
4%
1%
5%

3%

8%

8%
0%1%5%

支出

飼料

装蹄

敷料

登録関係

予防注射

診療費

薬品

車輌関係

大会経費

馬具

勧誘

その他

部費 ¥1,454,000

部バイト ¥999,000

援助・補助金 ¥1,742,180

その他 ¥877,600

収入　合計 ¥5,072,780

飼料 ¥2,226,468

装蹄 ¥898,000

敷料 ¥128,300

登録関係 ¥179,990

予防注射 ¥63,258

診療費 ¥258,536

薬品 ¥137,742

車輌関係 ¥382,672

大会経費 ¥404,935

馬具 ¥28,050

勧誘 ¥61,718

その他 ¥237,245

支出　合計 ¥5,006,914

令和元年度会計報告

支出

収入

収入－支出 65,866
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OB・OG・関係者の皆様

現在会計を務めます2年の神門です。
皆様の日頃のご支援に厚く感謝申し上げます。
令和元年度の会計報告と共に簡単に現在の部の経済状況を説明させていただきます。
収入の部では、令和元年度は昨年に引き続き部員数が少なく、部費による収入が例年に比

べ低い状態が続いております。収入源を確保するため、臨時部費を定期的に部員から集めて
いるため、部員の金銭的な負担も増加しています。
支出の部では、昨年に引き続き飼料代が嵩み、昨年度に比べ診療費もかかっております。

また、今年度はコロナウイルスの影響で練習を満足にすることができず、部員の負担を考慮
し、今年中は部費を半額にするという措置をとっております。しかし、OB・OG・一般の方か
ら寄付をいただき、今年度の馬の管理・維持ができる金額が集まりました。温かいご支援を
いただきありがとうございます。
今回の寄付を初めとしてこの部はOB・OG・関係者の皆様に支えられて成り立っている部

活です。今後も皆様の変わりないご支援をいただけると大変心強く助けられます。何卒これ
からも宜しくお願い申し上げます。

文責 馬術部令和2年度会計 神門裕季
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【清祀】
部誌によせて

部長 小櫃 剛人

コロナ禍での様々な困難に直面している中で、ご援助をいただいた皆様方に御礼申し上げます。

部員のご家族、ご両親様におかれましては、ご子息様のくらしを案じておられることと思い、心

中お察しいたします。広島大学では、3月下旬から課外活動の制限、4月3日から課外活動の全面禁

止の措置をとりました。少し厳しいように感じましたが、今思うと妥当な判断だったと思います。

馬術部に関しましては、馬の飼育管理や運動などの必要な活動を認めていただきました。学生の

安全を親身に考えて速やかに対策をとっていただいた、大学の学生支援グループおよび理事に感

謝申し上げます。部員の皆さんは、日常生活が大きく変わり、つらい日々だと思います。

一方、大学の授業の方では、前期１ターム目はすべてオンライン授業、2ターム目も実験実習科

目などで許可を得た授業以外はオンライン授業となり、これまでにない学習環境に学生だけでな

く教員側も直面することになりました。

こうした様々な経験を経る中で、いくつか気づかされることがあります。日常で行われていた

様々なことの意味をあらためて問われることが多くありました。授業講義にしても、対面で話す

ことに、どれほどの意義をもって臨んでいたのか、考えさせられました。教える側では、繰り返

し視聴可能なオンデマンドの授業で正確な言葉を選んで使うようになり、一言の重みを以前より

感じています。学生側の受け止め方はどうだったでしょうか。これはひとつの例ですが、これま

で当然と思っていたこと、行っていたことの意味をあらためて考えるきっかけとしてこのコロナ

禍での日常を過ごすことは、今後の生活に大きな希望をもたらすことになると信じます。

環境の激変と暖かいご支援をいただいて
清祀会会長・総監督 笠置 洋二

コロナ禍の下、会員の皆様にはお変わりありませんか？

今年は部をとりまく環境は激変しました。新型コロナの流行です。

この対策の一環として会員の皆様に臨時寄附のお願いをしたところ、多くの会員の皆様から多

額のご寄附をいただきました。まず、このことに対し深く感謝の意を申し述べます。本当にあり

がとうございました。また、地域の皆様からも“広大馬術部頑張れ”と多大なご支援をいただい

ております。これまた本当にありがたいことです。驚いたことに遠く関東辺りの方々からもご支

援をいただきました。鞍のご寄贈もありました。なんと申してよいやら、ただ感謝感謝です。

指導陣の指導の下、部員達も頑張りました。

まず、部の財務の悪化を見越し飼料費を削減をすべく自発的に青草を刈り与え始めたこと（今

では止めていますが）です。鎌など見たことも持ったこともない者たちが草を刈る姿はハラハラ

ドキドキもんでした。

閉ざされた収入の道をこじ開けようと飾り付けをした蹄鉄やステッカーを作成し、メルカリで

販売もしました。試乗会で乗ったあの馬の蹄鉄が欲しいとの注文もあったようです。

地元の企業さんのご好意で会社敷地の草刈の集団バイトもさせていただきました。怪我をした

らいかん、コロナ感染も心配と清祀会員や指導者が見守った上での作業でした。わりの良いバイ
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トでした。ご好意に感謝です。

部活動禁止の中、大学の特別な許可をいただき馬の世話だけを5か月間続けました。騎乗禁止

ですから乗らずに毎日運動させました。乗らずに運動させるのですから、部員にとっては慣れな

いことで、人馬の危険が伴います。指導陣がつきっきりでやりました。今でこそ部員は平日2時

間だけ騎乗練習ができるようになりましたが、当時は見ていて感心するほど黙々と世話を続けて

いました。

春中四、夏中四の競技会が中止になり、全日本学生競技会も開催が危ぶまれる状況で、目標を

見失いがちな中、指導陣は部員のモチベーションを維持すべく適宜目標を提示し、課題を与え、

部員もそれに粘り強く応えているようです。

皆様の温かいご支援や自分たちがあれこれもがいたことは、部員たちの心にいつまでも残り、

成長の大きな糧になることと思います。これこそ大学課外教育のあるべき姿の一端だと自負して

います。

どうやら、この状況は長く続きそうです。

われわれは広大馬術部をできるだけ健全な状態で維持し、来るべき再飛躍の時期に備えておく

責務を負っていることを確認しておきます。

終わりになりましたが、私は1月に日本馬術連盟から地域功労者として表彰をしていただきま

した。これも長年にわたる皆様のご支援のお蔭です。この場をお借りしご報告とお礼を申し上げ

ます。

５０年目の２度目の卒部
前顧問 新谷 信雄

23歳で一度目の卒部をし、73歳と50年経ってしまいました。この間、何とか馬歴を重ねさせて

いただきましたが H23年の延髄の腫瘍摘出手術が完治せず今年3月に放射線治療（ガンマーナイ

フ）を受けました。しかし患部が奥深くむつかしい場所にある為に完全には処置出来ず、相変わ

らず経過観察対応で、更に放射線治療の副作用が懸念される事となりました。幸いにもS56年卒

部の黒木正信氏が引き受けてくれたので、全日本学生馬術連盟と県馬連の理事役員を、そして馬

術部の顧問を引かせていただきました。皆さんに支えて頂き、また負担になる事が多かったので

はないかと思い返すと悔いの残ることも多々あります。皆様への感謝に堪えません。また今まで

に経験したことのない苦難の時期に、関係者の皆様に放りだしたようで慙愧に堪えません。現状

は左手に軽い痺れがあるくらいで日常生活での不便は特にはありませんが自分ではケジメの2度

目の卒部と思っているところです。

大変厳しい環境ですが、関係者の皆様の創意工夫で一致団結更なる飛躍を期待しています。

ご挨拶
清祀会副会長 田邊 豊晴

みなさん、コロナ感染拡大で行動を制約（または自粛）されて、ストレスが溜まっておられる

ことと推察いたします。また、既にWithコロナの生活様式を確立された方もあるかと思います。
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学生諸君は部活動の制約どころか、オンライン授業のため、友人・先輩・後輩・先生方と直接

触れ合う機会も少なく、寂しい学生生活となり可哀そうでなりません。

さて、清祀会の皆様にコロナ対応の臨時寄附をお願いいたしましたところ、多くのご支援をい

ただきました。誠にありがとうございます。 日々の馬術活動に直接接しているOB一同は、皆様

のご厚志にしっかりと応えていかなければならないと思います。

今年、中四国学馬連の理事を新谷信雄先輩から、私の同期の黒木正信さんに引継ぎました。

新谷先輩、永い間ありがとうございました。黒木さん、よろしくお願いします。

同期が近くにいてくれることは心強く、安心感があります。お互いに健康で頑張りましょう。

コロナ感染拡大防止の自粛措置による馬術部の窮状を中国新聞に記事にしていただいたところ、

たまたま私が勤めている会社のオーナーが記事をみて支援を申し出てくれました。タダで寄附を

いただくのは気が引けたので、会社の工場敷地の除草作業を請け負うアルバイトの形にしました。

学生達には慣れない除草作業と思われましたが、良く働いてくれました。さすが広大生、体育会

です。

以上報告まで。

取りとめもなく書きましたが、早くコロナ感染が収束し、元の賑わいが戻ることを期待して

日々頑張りましょう。

最後にもう一つ。

私が勤めている会社の保養所が、東映の『孤狼の血 続編』に出てくる暴力団「五十子会」の

組事務所として映画撮影に使用されることになりました。広島が舞台の映画です。是非ご覧くだ

さい。

学馬連中四国地区理事を拝命いたしました
中四国地区学生馬術連盟副会長・監査委員 黒木 正信

新谷先輩の後任として、本年度より標記の役務を担当することとなりました。一昨年に定年退

職して再任用二年目で、時間的な余裕が生まれたタイミングでした。微力ながら大学と中四国地

区の発展に尽力を重ねて参りたいと思います。

折角の機会で最近の雑感を述べさせてください。役務を受けて以後、最近は大学構内の馬場に

顔を出す機会が増えました。現役の部員たちはコロナ禍の中も一生懸命に活動に励んでいます。

今年は寄付を通じて馬術部とのつながりを強めて頂いたと思いますが、例年はＯＢにとって年に

一度の部誌が懐かしい馬術部の記憶を思い出す機会になっています。卒業年度順の部員名簿で、

すでに前半の半ばの位置になった自分（62歳）も、まず思い出すのは現役時代の先行きの見えな

い苦闘の日々です。あの苦労の多かった経験がその後の支えになったという、今となっては甘美

なかけがえのない貴重な日々の事です。

その馬術部は年月を重ねて、現在も現役部員により大学のキャンパス内で活動を続けてくれて

います。縁あって馬術に魅せられて活動を続ける部員たちは、二人の自分の子供よりもさらに年

若い世代になっています。部員は自分たちがそうであったように、人間的な成長を目指して日々

の格闘を続けていると思います。そういう姿に身近に接して、卒業以来心の中で大切にしていた

貴重な記憶だけではなく、社会的に存続を維持している馬術部組織の存在を感じざるを得ない思

いです。年をとったせいなのか、またコロナにより存続の危ぶまれる企業などが報道されている
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世相のせいなのか、卒部した馬術部が活躍を続けてくれている事に大きな幸運を感じます。子供

の成長にも重なる、かけがえのないものの健全なる日々に安堵するような思いです。広島県内に

在住（現在は東広島市内です）しており、馬術部の活動を支えてこられた総監督、監督、コーチ

陣に混じって、一ＯＢとして持てる時間と余力をもってバックアップできる機会が得られたこと

に感謝の思いです。

２０２０年部誌投稿
コーチ 松葉 弘将

今般のコロナ禍の中、清祀会員の皆様におかれましては、生活やお仕事に少なからず影響を受け

られていることとお察しいたします。このような大変な時期に、馬術部に多大なご支援を頂き、

心より感謝申し上げます。大変ありがとうございました。

昨年は、清凪号が実に13年ぶりの全日本学生の総合馬術完走をはたし、今年もそれに続けと活動

しておりましたが、昨今のコロナの影響で、競技会や新入生の勧誘も例年通りとはいかず、学

生・指導者ともに知恵を出し合いながらの活動となっておりました。9月に入り、当面の目標と

していた全日本学生馬術大会の開催が正式に決まり、今後はそれに向けての活動となります。例

年通りとはいかない事も多々ありますが、引き続き暖かく見守って頂ければ幸いです。

さて、コロナの影響で馬術部活動が制限される中、今年は私にとって出会いと別れがありました。

まず出会いですが、今年の2月より昨年入厩した清詠号（4歳・牝）の担当を任されております。

清詠号は普段は大人しいですが、馬場に出るとなかなかに繊細な馬で、ハローをかけた後の砂山

を見てはユーターン、馬場の落葉を見ては横っ飛びとなかなか苦戦させられております。まだま

だ「自分が調教した馬です」と人様に言えるような段階ではありませんが、少しずつ進歩は感じ

ております。広島大学では欠かす事ができない「誰にでも乗れる馬」を目指して、通常の活動に

戻った際には成長した姿を皆様にご披露できればと思います。

別れは広島大学に長年貢献してくれた清隼号の退厩です。今年の1月に馬房内で立っていられな

い程の疝痛を発症し、その際に左眼を負傷させてしまい、それが原因での退厩となりました。こ

の馬も怪我や繊細な性格等、悩まされる事も多かったですが、それでも元気な状態で試合に臨め

ば、下級生の騎乗でも応えてくれる良き先生でした。指導者という立場ですが、彼には教えても

らう事が多く、また最後まで「私が担当で良かったんだろうか。」と考えさせられる馬でした。

彼に教えてもらった事を少しでも還元していきたいと思います。

まだまだコロナの影響は続きそうな情勢ですが、普段のように厩舎や競技会、コンパで皆様に

お目にかかれる日を心待ちにしながら馬術部の火を絶やさぬよう頑張って参ります。今後とも変

わらぬご支援、ご指導どうぞよろしくお願い申し上げます。

禍を転じて福と為す
コーチ 平野 彩

コロナ環境下で落ち着かない日々が続きますが、皆さま、いかがお過ごしでしょうか？ご自身も

大変な中、臨時寄付をいただいた皆さま、応援のお言葉・お気持ちを届けてくださった皆さま
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誠にありがとうございました。

私といえば、引き続き、千円積立購入馬の清凪号、清香号を担当させていただいております。

ご存じの通り、今年度は計画していた競技会への遠征はもちろん平素の練習もままならず、夏の

地区大会は中止、全日学の開催も危ぶまれ・・・と人馬のトレーニングを進めるうえでは、心身

ともに過酷な状況でした。特に清香は今年度、総合競技に初挑戦で、清香の入厩時からずっとと

ともに歩んできた才迫（４年生）の晴れ舞台ということで何とかしたいな～という気持ちでいっ

ぱいでした。できることは限られており、４月～７月は諦めこそしなかったものの半信半疑な

日々でした。しかし、ふたを開けてみれば、健康管理のために行っていた走路（１周150mほどの

トラック）での追い運動やフリージャンプは想像以上に人馬に良い影響をもたらしました。具体

的には・・・清香は苦手だった踏切が見えにくい障害（水濠や高さのあるオクサー）をフリー

ジャンプによって克服し、飛越体勢が非常に良くなり落下がほとんど無くなりました。また馬に

とっては「乗られないこと」は心身ともにリラックスできる機会になったようです。部員にも効

果がありました。馬の動きや表情の機微を読み取る力が向上し、人の動きが馬に与える影響につ

いての意識が高まりました。走路での追い運動の合間に調馬索の練習もしていたのですが、２年

生（馬術部を始めて丸１年）とは思えないほど上手に回せています。このことは馬のトレーニン

グ、後輩の指導だけでなく騎乗面でも非常に大きな効果をもたらすと思います。

さて、この原稿を書いているのは９月13日なのですが、昨日、全日本学生の開催が決定いたし

ました！明日からは三木HLPにて野外走行のトレーニングです。コロナ環境下での部活動への賛

否、秋・冬にかけての感染拡大の可能性など様々な課題はありますが、雨にも風にもコロナにも

負けずに頑張ってきた部員の想いと馬の頑張りが実を結ぶように残り１が月半、尽力いたします。

全日本学生は他の競技会と同様、無観客・関係者の入場制限などなかなか応援には来てください

と言える状況ではございませんが、その分、You tubeやZoomを利用したオンラインでの観戦や交

流が可能になると思いますので、ぜひ、ご参加ください。

水を掬すれば月手に在り
コーチ 岡田 佳那子

新型コロナウイルスによって、新しい生活様式が求められる昨今ですが、皆様いかがお過ごし

でしょうか。動物と共に活動している馬術部は周りの皆様のご理解とご支援のおかげで課外活動

禁止の中でも馬の管理等の最低限の作業をさせていただき、課外活動の１部が解禁となった最近

は平日の活動をスタートし始めました。ひとえに多くの皆様からのご支援のおかげです。この場

をお借りして御礼申し上げます。本当にありがとうございました。

部員もいろいろな取り組みを積極的に行ってくれ、こうした努力が今馬術部存続していること

に繋がっています。活動自粛の中、収入や健康、勉強、馬に乗ることができない等様々な葛藤や

悩みが部員にも指導陣にもそしてご支援いただいた皆様にもあったと思います。もちろん今も葛

藤の中であるかもしれません。見えない敵は我々の努力を嘲笑うかのように終息の兆しを示しま

せん。そんな中、すべての行動において雲を掴むようながむしゃらな努力をしてふと疲れてしま

う時もあります。今までの頑張りや努力は何だったのだろうと無気力になる時があるかもしれま

せん。

題名の「水を掬すれば月手に在り」は唐の時代の漢詩の一説で禅語として紹介されていました。
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水を掬うことで水面に映し出された月を手の中に収めることができるというのが直訳になります。

そこから遠くの目標も努力をすれば手に入れることができる、目的の真理は自らの中にあると

いった解釈をする場合もあるそうです。今、馬術部は全日本学生の出場や国立大学ナンバー１と

いった目標がコロナウイルス対応によって、遥か彼方の遠い目標のように感じてしまう時もあり

ます。しかし、自粛の中で行った様々な活動や努力は無駄ではなく、手の中に月を収めるための

行動だったと思っております。苦しい日々が続いていましたが、全日本学生馬術大会も何とか開

催の目途がたち、部員達の努力が報われることを願っています。

まだまだ、制約の多い日々が続いておりますが、頑張れ馬術部、コロナに負けるなという気持

ちで今後も精進していこと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

コロナ以前の日常がもどり、皆様にまたお会いできる日を楽しみにしています。

9.25中国新聞記事
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【特集】コロナ禍における馬術部の歩み

１ 経緯

令和2年1月中旬 旅客船ダイヤモンドプリンセス号にて新型コロナウイルスの感染確認。

令和2年3月1日 新型コロナウイルス感染拡大につき、各種イベント開催の是非を検討。

令和2年3月5日 新型コロナウイルス感染予防対策として春季中四国学生馬術大会の中止決定。

令和2年3月9日 清姜と岩本コーチ、オリンピック近代五種テスト。良い走行ができたが新型

コロナウイルス感染拡大を受けてオリンピック延期が決定。

令和2年3月14日 放牧場完成。田邊豊晴氏の尽力による。

令和2年3月20日 馬場部内戦。放牧場完成バーベキューパーティ。部内戦馬場。才迫清姜S1

初トライ55%程度。笠置総監督の日馬連地域功労者賞受賞祝及び木内監督皇

賞受賞プレ祝。

令和2年3月23日 大学より助成物品、カラーコーン23本、バー23本納品。

令和2年4月3日 新型コロナウイルス感染拡大対策として、5／6まで新勧活動・通常練習とも

禁止。学生は騎乗不可、走路の追い馬と放牧によって管理。濃厚飼料カット。

令和2年4月5日 新谷顧問が体調面を理由に顧問を一時退くことに。部会で清隼号の退厩決定。

令和2年4月11日 OB常山より馬具送付あり。ゼッケン、ボア×2、保革油、腹帯。感謝。

令和2年4月25日 新型コロナウイルス感染拡大対策緊急指導者会議。部費の軽減、馬運車の

使用停止、臨時寄附依頼、西条指導者会（ががら会）からの資金貸与等に

ついて決定。臨時寄附は現況報告と合わせて5月6日に発出し6月末期限。

令和2年5月3～4日 部員の心情を慮り個人面談。部員と監督コーチで。

令和2年5月6日 清祀会員の皆様へ新型コロナウイルス感染対策臨時寄附依頼発送。

令和2年5月10日 山田一徳さんが心配して厩舎を訪問。新谷さん体調不良のため、黒木さん

を中国四国地区学生馬術連盟副会長へ推薦することに。部会にて、オンラ

イン勧誘、オンライン寄附、ドリームチャレンジ、新たな金策など協議。

部の目標『馬術部からコロナを出さない』、オンライン勧誘20人を目標とする。

令和2年5月24日 新型コロナウイルスの影響による活動禁止は約2か月に渡り続く。

令和2年6月7日 中国新聞・カモンケーブルテレビ取材。一般寄附のPR。梅雨を迎える前に馬場

の砂を中央へ移動。

令和2年6月10日 馬術部メディアデー。中国新聞、カモンケーブルテレビ、FM東広島、ホームテ

レビ5アップに一気に登場した。寄附のみならずメルカリ販売への取組みも

行っており、活動存続に向けて成果が挙がることを期待する。

令和2年6月15日 ドリームチャレンジ最終稿完成。その中で、令和元年度の実績である帯広畜産

大学1位、宮崎大学2位、広島大学3位（国公立大学順位）を明確に記載した。

令和2年6月18日 ドリームチャレンジ提出。今年度の夢は東京オリンピックへ馬を出場させるこ

と。

令和2年6月27日 黒瀬の広島日野自動車株式会社様の中古車センターにて草刈り。指導者2名、

部員5名で。草刈り機4台とフォーク2本使用。

令和2年7月4日 廿日市へ同草刈り作業。学生生活支援グループとの馬具庫視察後の結果共有。
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内装は部で対応。

令和2年7月11日 海田にて同草刈り作業最終日。

令和2年7月12日 コロナ禍の中、7／10からようやく活動再開の許可が下りる。遅延していた

追いコンを追い出し会として厩舎で実施。岩田・菊池・栗原・千葉の4名を

指導者・部員で追い出し。

令和2年7月19日 清祀会員111名から多額の寄附をいただく。清祀会員へ新型コロナウイルス

感染対策臨時寄附御礼文書送付。

令和2年7月21日 NHKひるまえ直送便にて馬術部の特集を放送。

令和2年7月23日 厩舎にて安全管理講習会実施。新1年生、吉朝、茜、佐々木、清水の4名。

このコロナ禍において、よく入部してくれた。頑張って欲しい。

令和2年7月31日 一般寄附を締め切る。119名から多額の寄附をいただいた。

令和2年8月7日 広島大学より防塵扇風機4基を設置していただいた。感謝の一言である。

令和2年8月10日 外した扇風機を洗い場に設置。

令和2年9月2日 コロナ禍における公式大会・三木トレーニング参加について大学側へ説明。

令和2年9月6日 1年生7名（内田、金杉、廣瀬）に。ドリームチャレンジ50万円が決定。

令和2年9月12日 全日学理事会が開催され、全日学は短縮日程で開催、選手権は中止の方向で

決定された。

令和2年9月25日 中国新聞に一般寄附に関する御礼と現況報告の記事が掲載された。

２ 新型コロナウイルス対策臨時寄附

今後の感染再拡に備え、大切に使わせていただきます。本当にありがとうございました！

○清祀会寄附…111名（会員110名、関東支部1団体）

○一般寄附…119名

○草刈りアルバイト…広島日野自動車株式会社様より500,000円、ご厚意に感謝です！

３ 全日本学生馬術大会概要

日程は現時点での見込みであり、出場選手は現在選考中。

詳しくは後日、広大馬術部及び清祀会ＨＰにてご案内いたします！

○開催日程…１０月３１日（土）～トレーニング競技

１１月 １日（日）～障害競技

１１月 ２日（月）～馬場競技・総合競技（調教審査）

１１月 ３日（火）～総合競技（耐久審査・余力審査）

○開催場所…山梨県馬術競技場

○条件…無観客による競技実施

○その他…期間中、オンライン懇親会を開催予定（詳しくはＨＰにて）

４ 開厩２０周年イベント

今秋、馬術部厩舎にて開催を予定しておりましたが、課外活動の制限が続いていることから

中止とし、自由な活動が可能となった段階であらためて検討します。

43



【会員からのお便り】

コロナ自粛の中で～側対歩を考える
昭和４６年卒部 藤本 恭史

側対歩様で悩んだ部員は少なくないと思う。自然界ではラクダ、キリン、アルパカ、象、熊な

ど、身近ではペットの犬や馬で見られる（草食、雑食動物が主で肉食動物の側対歩は希れ）。細

かく観察するとこれらの動物の側対歩には共通点がある。それは自然界においては完全な側対歩

を見ることはなく、側対化が進んだ運歩ではあるものの左右の側対が完全に揃ったものはい

ないのだ。最も側対化が進んでいる犬で言うと、ほとんど側対歩

と思える個体であっても前肢と後肢は僅かにずれている。

限りなく側対歩なのに完全な側対歩を見せる動物はいない。

1匹ぐらい珍しい歩行をするものがいてもよさそうなものだが、

完全な側対歩はそれを調教された馬でのみ見られる。

これはなぜなんだろう？

私は以下のような仮説をたててみた。

脊椎動物の恐竜、原始両生類そして爬虫類、これらの種は

頭頸も躯幹もそして尻尾も長いという共通点がある。

尻尾を左に振ると自然に左後肢の踏み込みが生じ、右前肢は前

方に踏着する。逆に右に振ると右の後肢が踏み込み左前肢が前方

に踏着する。このようにして前進運動（斜対2節）が可能になる。

筋肉で肢を踏み出すのではなく背骨を左右に湾曲することで自

然に肢が前方に運ばれるのである。

下図のように初期の肢は股関節が体の外についており、移動す

る時だけ使い多くの時間は体幹を地につけて休んだ。次第に筋力

をつけ股関節が体の横から下方に向く傾向となった。

彼ら【有尾目】から遅れて出現した両生綱【無尾目】のカエル

は、長い尻尾をおたまじゃくしの段階で捨てた。躯幹も短くなっ

て脊椎骨を左右にスウイングすることなく、4本の肢を1本1本動か

す（4節）ことを獲得した。

脊椎動物が4節運動を獲得した過程においてカエルはその先駆けかと想像される。

以上を基本にして主題の動物たちの側対歩を眺めてみる。

多くの古代脊椎動物は前後に長い体を左右に湾曲（スイング）させることで前進運動（2節）

を可能にしてきた。しかしカエルは4肢を独立して運動できるようになると、長い全身は頭部と

腹部だけになり尾部は邪魔になることから捨ててしまった。湾曲運動は必要なくなったので脊椎

関節は次第に硬く固着して棒のようになっていった。

多くの哺乳動物も同様の進化をたどっていったのだが、脊椎の硬化はカエルほどに硬くはなら

なかったし体長もカエルのように極端に短くはならず種固有の長さを保った。このようにして多

くの4足脊椎動物は古代に獲得した歩法の痕跡を残している。つまり各種の脊椎動物は進化の発

達段階の遺物として脊椎湾曲能力を残しているから、脊椎が湾曲する際に内方後肢の動き始めが

早いという特徴が出るのである(注)。これが側対化しても完全な側対歩にはならない理由である。

宮内庁技官による調教された側対速歩

支柱の肢から主体的に運動する肢へ
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そして脊椎関節の柔らかさが種によって違うため脊椎湾曲の度合いが違ってくる。肉食動物の脊

椎関節は柔らかく、草食動物のそれは比較的硬い。

草食動物は捕食動物から逃げるために後軀の推進力をロスなく前軀に伝える必要があった。

脊椎が十分柔らかい種や個体は脊椎が湾曲しやすいために側対歩になりにくく、硬い脊椎は側対

化し易いという傾向がある。馬の側対化は緊張の結果脊椎が硬化することで生まれ、そのうえ側対

歩のリズムは癖になり易いから騎手は最大限の注意が求められる。騎手（調教者）は馬が元来保有

している脊椎湾曲能力を更に伸ばし、ダイナミックな歩様の美しさを追求すべきなのだ。

中の1肢を利用して前進する。これが4足動物における常歩の基本となる。側対化が始まると①

②、③④のように左右でリズムが偏り均等性が失われる。実際には理想に近い運歩であっても

右図のごとく②→③に移行する時少しの時間2肢支柱の瞬間がある。

側対化が始まるとリズムが偏向し2肢支柱時間が増え不安定要素が高まることが嫌われる。

総じて躯幹に比べて頸や四肢が長く全体のバランスが悪い動物に側対化が顕著にみられる。

キリン、ラクダ、アルパカなどはそうであり、頸が垂直方向に長いという特徴を持っている。

そのうえ彼らの常歩では後肢が前肢に追突しやすいことから、これを嫌がり前肢を早めに離地

しようとしていると見れば、彼らの側対化はさもありなんと合点がいく。

しかし熊や象は頸が短くても側対化しているし同じクマ科のパンダは明瞭な4節で歩く。そし

て草食動物のヤギとか羊も美しい4節で歩く。脊椎関節が柔らかい肉食獣で側対化しているも

のは珍しい（ハイエナ類は常歩は勿論速歩でも強く側対化している）。さほどアンバランスと

は思えない犬で極端に側対化が進んでいるという事実はなぜなのか興味深い。

今回は躯幹のスイングについて説明を試みたが実は頭頸もスイングしている事実がある。

馬の常歩と駈歩において頭、頸は上下左右にスイングする。しかし速歩運動においては、頭

頸は上下にも前後にもスイングしない。速歩運動においてのみなぜ馬は頭頸を不動にして行進

をするのか次回はそれに挑戦してみたい。

(註)：詳細説明には尚半ページの紙面を要し、参考図の挿入も必要なことから割愛した。
清祀会馬術ハンドブックにはADDENDUMの巻末に同タイトルで詳細説明を掲載した。

（参照資料：清祀会馬術ハンドブック,ADDENDUM P48 馬のAMBLE歩法、P93側対歩の一考察）

なぜ馬術の常歩は4節に拘るのだろうか？（F.E.I規定）

静止の場合すべての馬（動物）は4肢で体幹を支える。ハ

エを後肢で払う時とか手入れとか装蹄の時は3肢でも立てる

。しかし2肢では不安定で静止を維持できない。立ち上がる

ときは２肢だが静止はできない。人間が使う椅子でも支柱は

最低3本が必要。つまり4肢の内3本が地についていることが

安定を維持するために必要な条件なのだ。3肢で体を支え空
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祈・大会出場
平成元年卒部 彦田 光興

景政さん、笠置さん、田邊さん、木内さん、大変ご無沙汰をしています。清祀会の皆様、在学

部員の皆さん、新型コロナウィルス下でままならぬ事も多いかと存じますが、負けずご活躍のこ

ととお慶び申し上げます。

卒業・入学シーズンを直撃した自粛や生活様式の変化で、学生生活の著しい停滞、特に生き物

を扱う馬術部では毎年新入生の入部人数にやきもきした自分を思い出し、新入生の勧誘ができな

いもどかしさなど在学部員の皆さんの苦悩は想像に難くないところです。その中で、年間運営費

捻出のため大会不参加も選択肢という清祀会の臨時寄付のお願いを拝見し、自分事で恐縮ですが、

一番活躍が期待される3年時の夏の中四国大会に出場できず、悔しく残念だった事を思い起こし

ました。当時の広大馬術部にとって夏の大会は、部員一丸となる年間最大のハイライトイベント

で、この為に練習は勿論、炎天下の草刈りや乾草集め・乾草づくり、藁集め、ボロ捨てやオガ引

取り、日々の泊り当番や夜勤の部バイト、使役等に耐えてきた、と言っても過言ではありません。

この頃10頭が在籍していましたが、古馬の維持管理方針、調教・練習の不足、経済的な状況等で

全頭は連れて行けず、担当馬が新馬（清修）と練習馬（清濤）の私が大会出場をあきらめ厩舎で

留守番となったのでした。大会不参加の選択肢は、最大の花形である夏の大会に行けず不完全燃

焼だった自分と重ね合わせると身につまされ、主催判断の中止であればまだしも自ら諦める事は、

今の在学部員や将来の部員の皆さんには絶対に味わって欲しく無いと強く願っています。そのた

めOBの自分が少しでも役に立てることがあればと、これまでは疎遠でしたが（笑）清祀会や広大

馬術部のホームページ・SNSを毎日チェックしております。

会社員生活の残りも見え、ようやく心にも余裕も生まれ昨年2月から実に30年ぶりに乗馬を再

開しました。学生時代に比べお洒落で安全性の高い最新の馬具や装備、情報（学生時代主流だっ

たアラブやア・ア種はもう生産されていないとか、昔なら驚くような馬齢の馬が現役で障害競技

に出ているとか、失権は３反じゃなく２反とか）、何より衰えた体力や柔軟性など、隔世の感に

とまどう事も多く、また30年の月日の間にあった八木からの厩舎移転、千田町からの大学移転、

田部総監督のご逝去、八木の土石流災害、笠置さんの功労賞ご受賞、広大馬術部後輩の皆さんの

活躍等、時の流れの速さも感じています。30年前の不完全燃焼を少しでも晴らそうと、低いレベ

ルですが競技会にも参加しています。7月には三木での競技会にも出場しました。学生の頃は無

かった環境の良い馬術専用競技場があるのは、今の学生さんは羨ましい限りです。機会あればど

こかの競技会場で、活躍される広大馬術部の皆様ともお会いできるかも知れませんね。

とりとめも無い内容にお付き合いいただきありがとうございました。末筆ではありますが、広

大馬術部と清祀会、並びに皆様方の益々のご発展、ご健勝をお祈り申し上げます。
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４年生時（昭和６３年）の夏の大会は出場できました（清修号）。
３年時の不完全燃焼を晴らすべく、ですが、あえなく撃沈…

今年７月の三木ホースランドパークの競技会です。
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